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ハイテク・リサーチ・センター構想調書（研究組織）
	法人番号
	
	法人名
	学校法人岩手医科大学
	大学名
	岩　手　医　科　大　学

	研究プロジェクト

の主体となる研究

組織名
	医学部医学研究科および

先端医療研究センター
	当該研究

組織の

研究者数
	名

	当該研究組織の代表者
	（職）　　　　　　　　　　　　（所属）　　　　　　　　　　　　　（氏名）

医学部長　　　　　　　医学部　　　　　　　　　　小川　彰

	当該研究組織で

実施する研究開発

プロジェクト名
	脳血管障害とその修復に関する研究プロジェクト
1. 脳循環制御機構の解明と臓器・器官特異的な血管発生機構の解明
2. 超高磁場MRIとPETによる生体組織イメージングとその臨床応用
3. 神経組織損傷時の生体反応の分子形態学的および機能的研究

	重点８分野等への該当の有無
	1 ライフサイエンス
	2 情報通信
	3 環　境
	4 ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・材料
	5 ｴﾈﾙｷﾞｰ

	
	6 製造技術
	7 社会基盤（地震・防災等）
	8 ﾌﾛﾝﾃｨｱ（宇宙開発）
	9 その他

	私立大学研究高度化

推進委員会における

希望審査区分
	理工・情報系

（複数に○を付しても可）
	生物・医歯系

	1　　これらの研究を当該研究組織で実施する意義（これらの研究を実施することによって，当該研究組織にどのような効果をもたらすかを総括的に記載して下さい。）

※　複数のプロジェクトを実施する場合は，それらをどのように総括し組織上の連携をとるかを記載して下さい。

	我々は，平成11年度から文部科学省のハイテクリサーチセンターに選定された施設で，「加齢に伴う神経損傷とその修復に関するプロジェクト」を研究してきた。本センターは，病態解明部門，治療法検討部門，神経再生・変性研究部門の３部門から構成され，各領域で着実な成果をあげてきた。とりわけ，国内に数台しか導入されていない超高磁場MRI装置により，脳の構造と機能を高解像度で描出できるようになったのは特筆に値する。
脳血管障害は東北地方に多い疾患で，岩手医科大学においてもこの障害の早期発見と予防ならびに治療方法の改善は重要な案件となっている。今後，併設したPETとあわせて，非侵襲的な脳機能の画像解析の研究を更に押しすすめることにより，脳血管障害の発症前診断や，障害された脳機能の修復予測が確実になされると期待される。更に，このような臨床研究に加え，脳循環を特徴づける血流制御機構や，脳血管障害後の神経組織の修復まで視野に入れた分子生物学的な研究が強く望まれる。

そこで，これまでの研究成果を踏まえて，脳血管障害と神経組織修復に関する研究プロジェクトを構想するに至った。上記３部門が寄り集まった従来の先端医療研究センターを，画像解析部門を中心に据えてその前後に病態解析部門と治療法検討部門を配したものに組織改変し，≪生理機能解析→臨床画像データ取得→病態生理の解明≫という流れで本センターを運営することにした。また，脳循環の特異性を明らかにするため，他の組織や腫瘍組織の微小循環の研究者の参画を促進する。研究メンバーは，毎月定例のプロジェクト推進委員会で成果を発表し,研究内容の相互評価をする。また，プロジェクトの内容に応じて講座・部門横断的に組織を再編し，成果に応じて次年度の予算配分をおこなうこととする。 
本構想の中核をなす超高磁場MRI研究施設は，学内のみならず学外研究者も利用可能な共同利用研究施設として運営されている。この超高磁場MRI施設を維持・発展させることは，高額な研究資産の有効利用という点で有意義であろう。そこで，本構想では消耗品とMRI装置の維持費を計上し，更に，1)超高磁場装置の改良と，2) MRIの性能向上あるいは分子生物学の研究に従事するPD(ポスドク)採用を企図する。


	大学名
	研究組織名
	
	※
	※

	岩手医科大学
	医学研究科および先端医療研究センター
	
	H
	


	2  　研究プロジェクトに参加するおもな研究者（当該研究組織で行われる研究プロジェクトが複数ある場合にはプロジェクトごとに区分し，それぞれに参加する研究者について記入すること。）

	プロジェクト番号
	所属・職
	研究者名
	研究開発プロジェクトにおける研究解題
	当該研究の成果が研究開発プロジェクトに果たす役割

	1
	医学部・教授
	佐々木　和彦
	脳循環制御機構の解明と臓器・器官特異的な血管発生機構の解明
	脳内血流動態の臓器特異性を明らかにする

	
	医学部・助手
	齋野　朝幸
	
	

	
	医学部・教授
	人見　次郎
	
	脳血管網の形成機構を解明する

	
	医学部・講師
	磯貝　純夫
	
	

	
	医学部・助手
	八嶋　亜紀子
	
	骨髄幹細胞を用いて血管再生機構を研究する

	
	医学部・教授
	澤井　高志
	
	炎症性病変における血管と結合組織の相互関係を明らかにする

	
	医学部・講師
	黒瀬　顕
	
	

	
	医学部・助教授
	菅野　祐幸
	
	EBウイルスにより引き起こされる血管炎の病態を解明する

	２
	医学部・教授
	小川　彰
	超高磁場MRIとPETによる生体組織イメージングとその臨床応用
	非観血的画像解析法により，脳循環と大脳皮質・白質障害を定量的に評価する

	
	医学部・教授
	寺山　靖夫
	
	

	
	医学部・助手
	井上　敬
	
	

	
	医学部・講師
	高橋　智
	
	軽症認知障害および無症候性脳梗塞の客観的評価法を確立する

	
	医学部・助教授
	鈴木　満
	
	高齢者精神障害と脳機能・構造の変化との関連を研究する

	
	医学部・講師
	吉岡　芳親
	
	生体深部温度やpHなどの測定方法をMRSを用いて開発する

	
	医学部・講師
	佐々木　真理
	
	実験動物を用いた神経損傷とその修復過程をイメージングする

	
	医学部・助教授
	加藤　章信
	
	肝性脳症の高次大脳機能異常に関して画像解析する

	３
	医学部・教授
	佐藤　洋一
	神経組織損傷時の生体反応の分子形態学的および機能的研究
	低酸素あるいは炎症性物質やサイトカインに対する神経組織構細胞の反応を機能解析する

	
	医学部・講師
	槍沢　公明
	
	

	
	医学部・助教授
	立川　英一
	
	脳虚血による細胞障害に対する薬物効果を調べる

	
	医学部・助手
	高宮　正隆
	
	サイトカイン発現を指標として脳損傷受傷後経過時間を推定する

	
	医学部・助教授
	遠山稿二郎
	
	神経再生時の機能分子の超微局在を明らかにする

	
	医学部・助手
	村井　一範
	
	神経組織修復への骨髄由来細胞の関与を明らかにする

	
	医学部・教授
	佐藤　成大
	
	ウイルスや細菌毒素（例：HIVやVERO毒素）による神経症状発現機構を解明する

	
	医学部・講師
	高橋清美
	
	

	
	医学部・講師
	木村　眞吾
	
	神経シナプス可塑性の制御に関わる細胞内シグナリング機構を研究する


	大学名
	研究組織名
	
	※
	※

	岩手医科大学
	医学研究科および先端医療研究センター
	
	H
	


	３　当該研究組織における科学研究費補助金の採択状況

	  研究種目
	        申請件数（採択件数）
	        採択金額
	  備考

	
	    １４年度
	    １５年度
	   １４年度
	   １５年度
	

	特別推進研究
	0
	（ 0）
	0
	（ 0）
	0
	千円
	０
	千円
	

	特定領域研究
	1
	（ 0）
	1
	（ 0）
	0
	千円
	０
	千円
	

	特別研究促進費
	0
	（ 0）
	0
	（ 0）
	0
	千円
	０
	千円
	

	基盤研究
	17
	（ 6）
	24
	（11）
	17,500
	千円
	22,200
	千円
	

	萌芽研究
	6
	（ 1）
	6
	（ 2）
	1,800
	千円
	3,200
	千円
	

	奨励研究
	0
	（ 0）
	0
	（ 0）
	0
	千円
	0
	千円
	

	その他（若手研究）
	8
	（ 2）
	4
	（ 2）
	1,500
	千円
	3,400
	千円
	

	       計
	32
	（ 9）
	35
	（15）
	20,800
	千円
	28,800
	千円
	


	４　当該研究組織における科学研究費補助金以外の研究費に係る補助金等（文部科学省以外の省庁等、特殊法人、　地方公共団体等からのもの、並びに、委託金を含む。）の受入れ状況（平成１４年度及び１５年度に受け入れた１００万円以上のものについて記載してください。）

	年　度
	省庁等の名称
	補助金等の名称
	    研究課題名
	  研究者名
	補助金等の額

	１５
	岩手県
	岩手県保健

医療研究事業
	ゼブラフィッシュを用いた血管網形成因子同定法の確立
	人見　次郎
	1.00百万円

	１５
	岩手県
	岩手県保健

医療研究事業
	受容体応答の促進的あるいは抑制的調節の細胞内機構
	佐々木　和彦
	1.00百万円

	１４
	岩手県
	岩手県保健

医療研究事業
	岩手県における耐性菌のサーベイランスと薬剤感受性試験の精度管理
	佐藤　成大
	1.20百万円

	１５
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費補助金
	医療効果・経済効果を目的とした遠隔病理診断の実用化とこれに関する次世代機器の調査・開発
	澤井　高志
	13.12百万円

	１５
	岩手県
	岩手県保健

医療研究事業
	炎症が引き起こす組織破壊の時間的経過とその機序の解明
	澤井　高志
	1.00百万円

	  大学名
    研究組織名
※
  Ｈ
※
岩手医科大学

医学研究科および先端医療研究センター




	年　度
	省庁等の名称
	補助金等の名称
	    研究課題名
	  研究者名
	補助金等の額

	１４
	岩手県
	岩手県保健

医療研究事業
	消火器疾患および難治性肝疾患の病態解析と対策
	鈴木　一幸
	2.40百万円

	１５
	岩手県
	岩手県保健

医療研究事業
	難治性肝疾患の病態解明と治療に関する研究
	鈴木　一幸
	1.50百万円

	１４
	厚生労働省
	循環器病研究委託費
	脳主幹動脈閉塞による高次脳機能障害の病態と予防的治療に関する研究（2次）
	小川　彰
	14.42百万円

	１４
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費補助金
	超急性期脳梗塞に対する局所線溶療法の効果に関する臨床研究－超急性期局所線溶療法多施設共同ランダム化比較試験－
	小川　彰
	19.50百万円

	１４
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費補助金
	超急性期脳梗塞に対する局所線溶療法の効果に関する臨床研究－超急性期局所線溶療法多施設共同ランダム化比較試験－（臨床研究実施チームの整備）
	小川　彰
	9.89百万円

	１４
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費補助金
	Evidenceに基づく脳梗塞治療ガイドライン策定に関する研究
	小川　彰
	1.00百万円

	１４
	岩手県
	岩手県保健医療研究事業
	悪性神経膠腫におけるゲノム異常と治療効果の関連
	小川　彰
	1.70百万円

	１４
	ヒューマンサイエンス振興財団
	治験体制整備支援事業
	超急性期脳梗塞に対する局所線溶療法の効果に関する臨床研究－超急性期局所線溶療法多施設共同ランダム化比較試験（臨床研究実施チームの整備）
	小川　彰
	6.00百万円

	１５
	厚生労働省
	循環器病研究委託費
	脳主幹動脈閉塞による高次脳機能障害の病態と予防的治療に関する研究（2次）
	小川　彰
	21.90百万円

	１５
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費補助金
	超急性期脳梗塞に対する局所線溶療法の効果に関する臨床研究－超急性期局所線溶療法多施設共同ランダム化比較試験－
	小川　彰
	16.12百万円

	  大学名
    研究組織名
※
  Ｈ
※
岩手医科大学

医学研究科および先端医療研究センター




	年　度
	省庁等の名称
	補助金等の名称
	    研究課題名
	  研究者名
	補助金等の額

	１５
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費補助金
	超急性期脳梗塞に対する局所線溶療法の効果に関する臨床研究－超急性期局所線溶療法多施設共同ランダム化比較試験－（臨床研究実施チームの整備）
	小川　彰
	20.00百万円

	１５
	厚生労働省
	厚生労働科学研究費補助金
	転移性脳腫瘍に対する標準的治療法確立に関する研究
	小川　彰
	1.00百万円

	１５
	岩手県
	岩手県保健医療研究事業
	ゲノムDNAマイクロアレイによる髄膜腫再発予測の研究
	小川　彰
	1.30百万円

	１５
	ヒューマンサイエンス振興財団
	治験体制整備支援事業
	超急性期脳梗塞に対する局所線溶療法の効果に関する臨床研究－超急性期局所線溶療法多施設共同ランダム化比較試験（臨床研究実施チームの整備）
	小川　彰
	6.00百万円

	１４
	労働福祉事業団
	産業促進調査研究経費
	労働者のメンタルヘルスと環境要因に関する調査研究
	鈴木　満
	1.85百万円

	１５
	労働福祉事業団
	産業促進調査研究経費
	労働者の睡眠障害実態調査
	鈴木　満
	1.70百万円

	１４
	岩手県
	岩手県保健医療

研究事業
	岩手県における頭頸部悪性腫瘍に対する選択的動注療法
	江原　茂
	1.50百万円

	１５
	岩手県
	岩手県保健医療

研究事業
	肝悪性腫瘍に対する肝動注化学療法の検討と岩手県におけるデータベースの作成
	江原　茂
	1.20百万円


	大学名
	研究組織名
	
	※
	※

	岩手医科大学
	医学研究科および先端医療研究センター
	
	H
	


	5　　研究施設整備計画（当該研究開発プロジェクトを実施するために必用な施設の整備計画について記入すること。）

	研究施設の名称
	（建設予定地又は所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	管理責任者
	（職）　　　　　　　　　　　　　　（所属）　　　　　　　　　　　　　　　（氏名）

	工事の種類
	新築・増築・改築・改造
	研究施設整備面積
	m2

	建物構造
	SRC・RC・S・W
	使用研究者数
	人

	契約予定時期
	平成　　　　年　　　　月　　　日
	事業計画額
	千円

	予定工事期間
	平成　　　年　　　月　　　日　（着工）　　～　　平成　　　年　　　月　　　日　（竣工）

	計画の進捗状況
	基本設計・実施設計・確認申請
	備　　　　　考
	


	6　　研究費、研究支援スタッフ（ポスドク、リサーチ・アシスタント等）経費等の状況（当該研究を実施するために必用な経費等について記入すること。）

	区　　　　　　分
	平成16年度
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度
	平成20年度
	合　計

	研究費
	千円

	千円

	千円

	千円

	千円

	千円


	研究支援ｽﾀｯﾌ経費
	3,600×１人
	3,600×5人
	3,600×5人
	3,600×5人
	3,600×5人
	

	合　　　　　　計
	
	
	
	
	
	

	　私立大学等経常費補助金以外に、当該研究プロジェクトの実施に必用な研究費等に係わる補助金等（文部科学省以外の省庁等、特殊法人、地方公共団体等からのものを含む。又、委託金を含む）の申請予定

	省庁等の名称
	補助金等の名称
	研究代表者氏名
	研究科題名
	申請予定事業費

	
	
	
	
	千円


	大学名
	研究組織名
	
	※
	※

	岩手医科大学
	医学研究科および先端医療研究センター
	
	H
	


	7　研究装置整備計画（研究プロジェクトが複数ある場合、プロジェクトごとに小計を設けること。）

	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ番号
	研究装置名
	事業計画額
	主な使用目的

	
	
	千円
	

	
	
	千円
	

	
	
	千円
	

	
	
	千円
	

	小  計
	千円
	

	合  計
	千円
	


	8　　研究設備整備計画（研究プロジェクトが複数ある場合、プロジェクトごとに小計を設けること。）

	ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ番号
	研究設備名
	事業計画額
	主な使用目的

	2
	研究用3T装置EXCITEアップグレード装置
	34,965 千円

(消費税込み）
	超高磁場MRI画像の高画質化

	3
	急速凍結装置
日立　（HIF-４K，液体ヘリウム仕様）
	12,600　千円

（消費税込み）
	分子局在検索用超微細形態解析試料の作製

	3
	クライオセクショニングシステムLEICA　(ULTRACUT UCT + FCS)
	16,968千円

（消費税込み）
	電顕免疫染色に必要な凍結超薄切片の作製

	1
	共焦点レーザースキャン顕微鏡
Zeiss  (LSM 510/META+ FCS)
	 37,550千円

(消費税込み）
	FRETやFLAPによる細胞内情報伝達系の可視化

	1
	BD FACS Aria セルソーター 
	39,732千円

(消費税込み）
	紫外線レーザーによる幹細胞同定と分離

	1
	BD FACS Aria アップグレード装置
	25,893千円

(消費税込み）
	FACS Ariaの性能向上

	2
	超高磁場対応聴覚刺激装置
	30,000千円

(消費税込み）
	機能的MRI用

	2
	3D-MRI画像連動ニューロナビゲーション付　手術用顕微鏡
	30,000千円

(消費税込み）
	動物脳による実験に使用

	小  計
	千円

(消費税込み）
	

	合  計
	千円
	


	大学名
	研究組織名
	
	※
	※

	岩手医科大学
	医学研究科および先端医療研究センター
	
	H
	


